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顧
れ
ば
昭
和
七
年
春
の
頃
で
あ
っ
た
。
同
翠
、
樅
淵
友
一
対

が
、
訪
群
族
行
巾
に
仰
藤
原
韮
綱
笠
木
新
古
今
和
歌
喋
を
見
た
，

と
報
告
し
て
呉
れ
た
。
わ
た
く
し
は
、
早
速
一
見
し
た
い
希
離
は

あ
っ
た
が
、
他
の
刑
事
に
妨
げ
ら
れ
て
、
久
し
く
そ
の
望
み
を
果

さ
す
に
ゐ
た
。
そ
の
後
，
機
會
を
得
て
、
そ
の
非
の
所
賊
者
に
樺

ひ
、
そ
の
評
を
一
見
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
被
切
川
た
る
歌
が
、

前
川
家
本
新
古
今
和
歌
集
の
解
説
に
引
川
せ
ら
れ
て
ゐ
る
「
石
派

木
」
な
る
も
の
に
殆
ど
一
致
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
ｃ
幸
ひ
に

し
て
、
所
漉
考
石
津
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
わ
が
研
究
室

に
借
川
し
て
、
詳
細
調
在
の
使
蹴
花
得
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
，
わ
た
く
し
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
惜
川
の
水

所
謂
石
津
本
新
古
今
和
歌
集
に
就
て

所
謂
石
津
本
新
古
今
和
歌
集
に
就
い
て

１
１

Ｉ

が

、

前

田

家

本

解

説

叩

の

所

謂

石

津

本

と

同

じ

も

の

で

あ

る

や

う

な
鋪
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
念
の
爲
め
、
該
解
説
の
執
筆

●

春
た
る
東
大
の
池
田
旭
鑑
氏
に
照
御
し
た
と
こ
ろ
、
池
田
氏
は
御

多
忙
中
に
も
か
か
は
ら
ず
更
に
石
津
本
の
發
見
者
松
川
武
夫
氏
に

お
間
ひ
合
せ
下
さ
れ
て
、
御
鄭
重
な
御
返
事
に
接
す
る
こ
と
が
出

來
た
。
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
に
依
っ
て
、
わ
た
く
し
の
推
定
が
的

中
し
て
ゐ
て
、
今
わ
た
く
し
の
手
も
と
に
あ
る
新
古
今
和
歌
集
は

全
く
前
川
家
本
解
説
中
の
石
津
本
そ
の
も
の
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
を

知
り
得
た
の
で
あ
る
。

唾
は
、
昭
和
五
・
六
年
の
交
、
松
田
武
夫
氏
は
、
此
の
書
を
二

度
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
訓
在
せ
ら
れ
、
手
推
を
作
っ
て
お
か
れ
た

六
九
（
一
○
三
三
）

小

島
吉
雄

房
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川
の
極
め
が
あ
る
が
、
眞
疑
の
ほ
ど
は
私
に
は
分
ら
な
い
。

文
畢
研
究
第
八
職

の
で
あ
る
。
前
川
家
本
解
説
の
記
鞭
は
此
の
手
搾
を
も
と
に
し
て

川
来
た
の
だ
と
い
ふ
。
從
っ
て
、
此
の
神
發
見
の
功
群
は
一
に
松

川
氏
の
御
什
折
り
に
肺
す
べ
き
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
た
だ
、
わ

た
く
し
は
、
此
の
評
倍
槻
の
際
、
所
雌
肴
の
た
め
に
、
此
の
井
の

解
説
を
執
兼
す
べ
き
郡
を
約
束
し
た
。
そ
の
約
を
果
す
た
め
に
、

今
そ
の
柾
た
ら
ざ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
此
の
一
文
を
革
す
る
の

で
あ
る
。

石
津
本
新
古
今
和
歌
雄
は
、
縦
八
寸
三
分
八
皿
、
横
五
寸
六

分
、
苅
様
鳥
の
子
の
大
和
綴
の
上
下
二
冊
本
。
表
紙
は
代
赫
色
の

地
に
金
銀
箔
の
棋
様
が
入
っ
て
ゐ
る
美
腿
な
も
の
で
、
奔
日
政
治

教
授
に
何
へ
ぱ
、
こ
の
和
の
川
紙
は
南
北
朝
以
前
の
經
・
毬
の
料
紙

に
皿
川
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
さ
う
で
、
仏
だ
大
時
代
な
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
本
文
の
押
篤
年
代
は
比
岐
的
新
し
く
、
室
町
時
代
の
も

の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
表
紙
の
題
鐙
は
朱
色
で
、
こ
れ
の
飛
粁
は

三
條
西
溌
隆
、
本
文
の
兼
務
は
姉
小
路
韮
細
川
だ
と
い
ふ
古
縦
琴 Ｌ

Ｉ

七
○
（
一
○
三
四
）
・

上
冊
は
、
節
一
葉
は
白
紙
で
、
以
下
墨
付
の
部
分
が
百
川
十
九

葉
、
妓
初
に
洩
序
が
あ
り
、
次
に
和
序
が
あ
り
、
さ
て
、
そ
れ
か

ら
本
文
に
入
り
、
を
鋪
一
よ
り
巻
雛
十
ま
で
を
牧
戦
し
て
ゐ
る
。

下
冊
は
川
じ
く
鋪
一
葉
白
紙
，
聡
付
百
三
十
Ⅲ
葉
、
雀
鮒
十
一
よ

り
巻
弟
二
十
に
至
り
、
そ
の
次
に
次
の
如
き
奥
評
が
あ
る
。

（
第
百
三
十
言
葉
目
裏
）

承
沁
三
年
六
月
十
九
日
詳
之

同
七
月
廿
二
日
依
重
救
定
被
改
直
之

（
第
百
三
十
四
葉
月
裏
）

●

以
和
仰
秘
本
諏
父
銅
具
垂
同
嘉
校
合
之
了

正
安
二
年
黄
鐘
下
旬

右
兵
術
将
爲
和

（
第
百
三
十
五
葉
月
ウ
ラ
）

以
此
秘
本
辨
嬬
比
校
畢

雌
、
水
十
三
年
九
月
十
五
、

、



０

守

口

夫
六
日
姑
立
飛
今
日

午
一
鮎
終
功
畢
・

祁
照
院
關
白内

大
臣

此
の
奥
普
を
解
樺
す
れ
ば
、
承
元
三
年
の
藤
服
定
家
無
為
の
本

を
冷
泉
爲
机
が
、
正
安
二
年
十
一
月
下
旬
に
諜
蛎
校
合
し
た
の

を
、
雌
永
十
三
年
九
月
十
五
日
に
二
條
滿
華
が
評
き
筋
し
，
そ
れ

を
更
に
誰
れ
か
が
卿
馬
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
二
條
湖
基

は
、
唯
永
十
年
八
月
か
ら
全
十
六
年
三
月
ま
で
内
大
臣
だ
っ
た
人

で
あ
る
。

本
文
は
大
冊
、
一
面
十
行
の
判
で
、
歌
は
一
行
に
群
き
し
る
さ

れ
て
ゐ
る
。

此
の
荷
湫
本
の
慨
仙
は
、
州
糊
紅
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
前
田

家
本
解
娩
に
も
あ
る
と
ほ
り
、
冷
泉
家
俳
本
の
慨
裁
の
知
ら
れ
る

こ
と
と
、
現
在
知
ら
れ
て
ゐ
る
仰
本
中
、
所
牧
歌
数
の
一
桁
多
い

靴
と
が
結
肋
、
わ
れ
わ
れ
研
究
群
に
は
あ
り
が
た
い
の
で
あ
る
。

所
謂
石
津
本
新
古
今
和
敬
集
に
靴
て

P

L

一
冊
、
新
古
今
集
の
傅
本
に
は
、
選
進
の
際
の
選
者
柄
あ
る
も

の
と
無
い
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
新
古
今
雌
は
一
Ｈ
一
撰
定
の
の

ち
に
後
鳥
羽
院
の
叡
胆
に
よ
っ
て
盛
ん
に
歌
の
切
出
し
切
入
れ
が

行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
從
っ
て
そ
の
切
出
し
切
入
れ
の
歌
を
註
記

し
て
ゐ
る
も
の
と
、
し
て
ゐ
な
い
も
の
・
と
が
あ
る
。
ま
た
、
後
島

羽
院
が
隠
岐
で
御
撰
抄
遊
ば
さ
れ
た
所
謂
隠
岐
本
の
面
影
を
体
へ

て
ゐ
る
も
の
と
仲
へ
て
ゐ
ぬ
も
の
と
が
あ
る
。
布
瀧
本
に
は
、
選

考
名
が
な
く
、
ま
た
、
憾
岐
本
心
面
影
は
礎
っ
て
ゐ
な
い
。
た
だ

切
出
さ
れ
た
歌
の
註
記
が
あ
る
。

切
出
さ
れ
た
歌
の
註
記
の
あ
る
仰
本
に
は
二
種
類
あ
る
。
叩

は
、
切
川
さ
れ
た
歌
も
本
文
の
中
に
入
っ
て
ゐ
て
、
そ
し
て
、
そ

れ
に
傍
註
を
附
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
は
、
切
出
さ
れ
た
歌

は
本
文
中
に
は
な
く
て
、
本
文
の
絶
り
に
別
に
奥
杏
と
し
て
、
切

川
さ
れ
た
歌
だ
け
を
列
記
し
別
註
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
布
津

本
は
此
の
二
繩
熱
中
の
叩
類
に
脇
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
叩
類

に
脇
す
る
も
の
に
は
、
佐
廷
木
信
綱
博
士
減
中
川
家
群
城
本
、
柳

七
一
二
○
三
五
）

'

『



文
學
研
究
第
八
帆

湘
氏
賊
隠
岐
本
、
剛
諜
嬢
鳥
丸
光
榮
本
、
前
川
家
減
爲
親
本
，
久

原
文
脈
賊
古
為
本
（
零
本
）
、
岡
辨
推
朧
刑
本
、
等
が
あ
る
。

今
、
禰
津
本
も
亦
此
庭
に
加
ふ
べ
き
で
あ
る
。
乙
狐
に
脇
す
る
も

の
も
、
佐
盈
木
信
綱
仲
士
瓶
廿
鰐
寺
親
踵
本
、
州
響
鑛
姉
小
路
韮

綱
本
、
同
じ
く
近
代
鰯
一
本
、
等
そ
の
澱
紗
く
な
い
。
尤
も
、
切

川
さ
れ
た
註
記
の
な
い
も
の
で
も
、
所
訓
被
切
川
歌
を
含
む
も
の

が
あ
る
。
吉
深
椰
士
藏
永
除
三
年
猫
本
（
零
本
）
，
商
野
川
傳
來

姉
小
路
韮
綱
染
韮
本
、
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
（
注
記
、
此
の
甑
の

も
の
は
、
室
町
か
ら
近
批
初
期
に
か
け
て
の
海
水
に
澤
山
あ
る
と

こ
ろ
で
、
久
陳
文
庫
職
天
正
古
鰯
本
が
そ
の
一
で
あ
る
。
そ
の
他

最
近
書
雛
の
目
録
に
見
え
た
も
の
で
此
の
部
に
脇
す
る
も
の
が
多

い
Ｏ
）

水
に
あ
げ
た
潟
本
中
、
石
津
本
の
や
う
に
、
選
者
名
も
な
く
、

應
岐
本
の
記
號
も
な
い
も
の
は
、
佐
共
木
仲
士
赦
親
愛
本
と
、
高

野
山
傳
來
の
茶
綱
本
と
で
あ
っ
て
、
休
廷
木
抑
士
減
中
山
家
本
、

柳
瀬
氏
隠
岐
本
、
剛
書
来
朧
司
本
（
上
冊
ダ
ケ
）
は
選
者
名
と
雁

’

七
二
ａ
○
三
六
）

岐
本
の
記
號
と
を
併
せ
称
し
て
を
り
、
岡
辨
鑛
賜
丸
光
榮
本
、
Ⅲ

永
幟
七
年
筋
本
（
上
Ⅱ
ダ
ケ
）
は
選
者
名
を
し
る
し
て
を
つ
て
、

隠
岐
本
の
記
號
は
そ
の
一
部
分
に
だ
け
存
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

り
、
前
川
家
雌
鰯
親
本
、
吉
洋
博
士
賊
永
藤
三
年
嬬
本
（
巻
十
一

以
後
）
は
、
選
者
名
だ
け
を
し
る
し
て
あ
り
、
久
原
文
叩
城
古
蝿

本
（
巻
十
マ
デ
）
は
選
者
名
は
巻
第
一
の
初
め
の
部
分
に
だ
け
し

る
し
て
ゐ
．
ろ
の
み
で
あ
る
が
、
隆
岐
本
の
面
影
を
体
へ
て
を
る
。

な
ほ
、
序
で
に
巾
せ
ぱ
．
岡
書
嬢
所
藏
の
一
鰯
本
に
隆
岐
で
選

ば
れ
た
歌
だ
け
を
し
る
し
た
新
古
今
集
が
あ
り
、
所
洲
純
粋
の
應

岐
本
の
燗
裁
を
示
し
て
ゐ
る
。
近
代
堀
本
で
あ
り
、
雀
十
ま
で
の

零
本
で
あ
る
。
介
鮎
本
な
ど
と
比
鮫
す
る
と
，
大
冊
に
於
て
一
致

し
て
を
・
り
，
二
三
机
遠
す
る
簡
所
が
あ
る
。
研
究
家
の
一
参
考
将

に
は
な
る
だ
ら
う
。

却
説
、
新
古
今
雄
は
元
久
二
年
三
月
下
旬
に
大
磯
光
成
し
た
の

で
所
謂
成
立
帆
の
党
宴
を
行
は
れ
た
が
、
ま
だ
糀
搬
せ
ら
れ
た
も

の
で
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
、
引
練
い
て
、
改
訂
を
川
へ
ら
れ



て
彩
る
。
切
出
し
と
か
切
入
れ
と
か
い
ふ
の
は
、
此
の
改
訂
事
業

の
現
象
で
あ
る
。
既
に
入
集
し
て
ゐ
る
歌
を
除
い
た
り
、
新
し
く

秀
歌
を
入
集
し
た
り
す
る
の
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
の
こ

と
は
，
い
つ
醜
ま
で
縦
い
た
か
分
ら
ぬ
が
、
今
日
で
は
，
源
家
正

本
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
建
保
四
年
十
二
月
に
は
‐
兎
も
角
，
此
の

改
訂
事
業
が
一
段
落
つ
い
た
と
推
測
せ
ら
れ
て
を
ろ
の
で
あ
る
。

元
久
二
年
以
來
、
こ
の
建
保
四
年
ま
で
の
川
に
、
歌
の
出
入
が
多

い
か
ら
、
從
っ
て
、
新
古
今
集
傳
本
に
は
、
推
嬬
の
際
の
條
件
如

何
に
よ
っ
て
、
歌
数
が
一
定
せ
ず
、
或
は
前
記
の
や
弓
に
除
乗
せ

ら
れ
た
歌
を
数
多
く
含
む
も
の
も
あ
り
、
或
は
全
く
除
莱
の
歌
を

含
ま
ぬ
も
の
も
あ
り
、
そ
の
一
部
分
を
含
む
も
の
も
あ
る
な
ど
と

い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
現
今
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の

で
、
流
布
の
刊
本
ぞ
基
本
に
し
て
諸
木
に
川
入
り
の
あ
る
歌
を
一

随
表
に
し
て
柵
げ
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

火
中
の
略
號
説
明
。
ｌ
鳥
，
耐
井
嬢
烏
丸
光
榮
本
）
、
柳

（
柳
湘
氏
賊
幡
岐
本
）
、
前
（
前
田
家
賊
爲
親
本
）
、
布
（
吉

所
調
石
津
本
新
古
今
和
歌
集
に
就
て

澤
博
士
賊
永
職
三
年
馬
本
）
、
姉
（
高
野
山
仰
來
姉
小
路
基
細

筆
本
）
、
石
（
石
津
本
新
古
今
和
歌
集
）
、
久
（
久
原
文
肱
賊

古
爲
本
）
歌
の
上
に
○
印
の
あ
ろ
は
、
石
津
本
所
載
歌
。

ｌ
、
流
布
本
一
一
ナ
キ
歌

巻
二
春
下
【
二
○
「
存
雨
は
」
ト
ニ
ー
「
花
の
番
に
」
ノ
間
邑

巾
納
言
家
持

○
ふ
る
さ
と
に
花
は
ち
り
つ
つ
み
よ
し
の
の
山
の
さ
く
ら

は
主
だ
さ
か
ず
け
り
（
｜
）
（
烏
、
柳
、
久
、
前
、
姉
、

久
原
天
正
堀
本
、
石
）
〈
一
）
結
句
、
久
原
古
爲
本
、
久
原

天
正
本
、
姉
小
路
本
ハ
さ
か
ず
け
り
、
柳
噸
本
〈
さ
か
ぬ
な

り
、
烏
丸
本
ハ
さ
か
ず
な
り
．
石
津
本
卜
姉
小
路
本
傍
註
卜
〈

盛
り
な
り
。

【
一
四
六
「
を
し
め
ざ
も
」
ト
ー
四
七
「
よ
し
野
山
」
ト
ノ
間
こ

太
川
桝
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
侍
し
中
に

太
上
天
皇

Ｏ
い
か
に
せ
む
仙
に
ふ
る
な
が
め
し
は
の
戸
に
う
つ
る
ふ

七
三
二
○
三
七
）

I
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』

、

丈
駆
研
究
第
八
祗

花
の
春
の
く
れ
が
た
（
烏
、
久
、
前
、
姉
、
石
）

己
六
二
「
あ
し
ぴ
き
の
Ｌ
卜
一
六
三
「
か
く
て
こ
そ
」
ノ
間
一
面

題
不
知
赤
人

懸
し
く
は
か
た
み
に
せ
よ
と
わ
が
や
ど
に
う
ゑ
し
藤
な

み
い
ま
さ
か
り
な
り
（
姉
）

巻
三
夏【

’
一
二
一
「
あ
り
あ
け
の
」
卜
一
二
三
「
す
ぎ
に
け
り
」
ノ
間
邑

頴
昭
法
師

Ｏ
ほ
と
と
ぎ
す
む
か
し
を
か
け
て
し
の
べ
と
や
老
の
ね
さ

め
に
一
蕊
ぞ
す
る
（
二
）
（
烏
、
前
、
石
）
（
二
）
柳
瀬
本
二

○
九
「
あ
り
あ
け
の
」
卜
一
二
○
「
我
心
」
ト
ノ
間
ニ
ア
リ
、

被
出
了
ノ
註
ナ
シ
。

【
二
三
七
「
五
月
雨
の
」
ト
ー
三
八
「
た
れ
か
ま
た
」
ト
ノ
間
こ

題
し
ら
歩
赤
染
術
門

○
さ
み
だ
れ
の
空
だ
に
す
め
る
月
影
に
な
み
た
の
雨
は
は

る
る
ま
も
な
し
（
・
二
）
（
鳥
、
前
、
姉
、
石
）
（
三
）
川
瀬
本 ■■Ｆ－Ｉ

七
四
（
一
○
三
八
）

ハ
コ
ノ
歌
、
二
二
六
「
小
山
田
に
」
ノ
次
ニ
ア
リ
。

【
二
四
四
「
ほ
さ
さ
ぎ
す
」
ト
ー
四
五
可
た
ち
賊
な
の
」
ト
ノ
間
こ

墹
韮
法
師

○
ほ
と
と
ぎ
す
花
た
ち
は
な
の
香
は
か
り
に
な
く
や
む
か

し
の
名
鑑
な
る
ら
ん
（
四
）
（
烏
、
前
、
石
）
（
四
）
コ
ノ

歌
、
柳
、
久
。
姉
、
ニ
ハ
、
二
七
四
「
夕
ぐ
れ
は
」
ノ
次
ニ
ア

リ
テ
、
詞
苔
ア
リ
。

巻
四
秋
上

己
一
九
八
「
昨
日
ま
で
」
ト
ー
九
九
「
お
し
な
べ
て
Ｌ
ト
ノ
間
邑

太
榊
窩
に
奉
り
し
秋
歌
（
五
）
の
中
に太

上
天
皇

Ｏ
朝
つ
ゅ
の
を
か
の
か
や
原
山
風
に
み
だ
れ
て
も
の
は
秋

ぞ
か
な
し
き
（
烏
、
前
、
石
）
３
烏
丸
本
一
天
五
首
歌

中
に
ト
ア
リ
。

【
三
一
四
「
こ
の
夕
」
卜
三
一
五
「
年
を
へ
て
」
ノ
間
こ

家
に
七
夕
の
心
ぞ
よ
み
侍
け
る
（
六
）

宇
治
前
關
白
太
政
大
価

L



Ｏ
契
け
む
ほ
ど
は
し
ら
ね
ど
た
な
ぱ
た
の
た
え
せ
ぬ
け
ふ

の
あ
ま
の
か
は
か
ぜ
（
七
）
（
鳥
、
久
、
布
）
（
六
）
此
ノ
詞

書
〈
久
原
古
篤
本
一
一
ヨ
ル
ｏ
烏
丸
本
ハ
コ
ノ
詞
番
ナ
ク
、
流
布

本
三
二
五
」
樅
大
納
言
長
家
歌
ノ
詞
諜
ヲ
此
ノ
歌
ノ
詞
謹
ト

シ
、
長
家
ノ
歌
一
天
詞
書
ヲ
閥
〃
．
。
〈
七
）
石
津
木
一
天
此
ノ

歌
、
詞
書
ナ
ク
、
「
三
一
五
」
長
家
ノ
歌
ノ
次
二
出
ヅ
。
ナ

ホ
、
入
金
葉
之
由
雅
溌
朝
臣
印
之
ノ
註
記
ア
リ
。

巻
五
秋
下

【
四
四
一
「
妻
こ
ふ
る
」
卜
四
四
二
「
み
山
・
ベ
の
」
ト
ノ
間
一
旦

○
た
か
ま
と
の
（
八
）
尾
の
上
に
た
て
る
鹿
の
言
に
と
と
の

ほ
か
に
も
ぬ
る
ろ
袖
か
な
（
鳥
、
布
）
（
八
）
初
句
、
洞

津
本
一
天
た
か
さ
こ
の
ト
ァ
リ
。

【
五
岡
四
「
立
田
姫
」
卜
五
四
五
「
行
く
秋
の
」
ト
ノ
間
邑

前
大
術
正
慈
川

立
川
山
秋
ゆ
く
人
の
袖
を
み
よ
木
糞
の
こ
ず
ゑ
は
し
ぐ

れ
ざ
り
け
り
（
柳
）

巻
八
哀
傷

所
謂
獅
津
本
新
古
今
和
歌
姫
に
就
て
。

』

〔
八
二
一
「
う
し
さ
て
は
」
卜
八
一
三
「
は
か
な
し
さ
」
ト
ノ
間
一
邑

題
し
ら
す

Ｏ
た
れ
な
り
と
（
九
》
お
く
れ
さ
き
だ
つ
ほ
ど
あ
ら
ぱ
形
見

に
し
の
べ
水
荻
の
あ
と
（
十
）
（
烏
、
姉
、
石
）

〈
九
〉
初
句
、
烏
丸
本
一
天
た
れ
な
れ
雪
こ
ト
ァ
リ
。
へ
土
烏
丸
本

一
天
被
留
了
ノ
註
ア
レ
ド
モ
石
津
本
ニ
ハ
ナ
シ
。
柳
瀬
本
一
ヌ

コ
ノ
歌
、
離
別
部
二
出
ヅ
ｃ

［
八
一
四
．
ふ
る
さ
ざ
に
」
卜
八
一
五
「
玉
の
緒
の
」
ト
ノ
間
邑

醍
醐
の
御
門
か
く
れ
給
ひ
て
の
こ
ろ
人
の
も
と
に

つ
か
は
し
け
る

盛
明
親
王

Ｏ
仙
の
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
見
る
比
は
胆
な
く
に
夢
の

と
と
ち
こ
そ
す
れ
（
十
一
）
（
烏
、
柳
、
石
）
（
十
一
）
烏
丸
本
ニ

ノ
ミ
被
留
了
ノ
註
記
ア
リ
。

雀
十
珊
旅
【
九
○
四
「
す
る
が
な
る
．
」
卜
九
○
五
「
く
さ
枕
」
卜
．
ノ
間
二
】

延
喜
御
時
屏
風
歌
躬
恒

○
沢
の
う
へ
に
ぼ
の
に
見
え
つ
つ
行
く
舟
は
浦
ふ
く
風
の

七
五
Ｑ
○
三
九
）

【

’



I

西
悔
左
大
臣
家
屏
風
に
し
か
の
川
を
か
き
た
る
所

を
よ
め
る
源
順

名
を
き
け
ば
昔
な
が
ら
の
山
な
れ
ど
し
ぐ
る
る
秋
ぞ
色

か
は
り
ゆ
く
（
姉
）

巻
十
六
靴
上

【
一
四
七
四
「
お
ぼ
つ
か
な
」
卜
一
四
七
五
「
よ
を
い
さ
ふ
」

ト
ノ
間
一
旦

除
目
の
の
ち
、
か
り
の
な
き
け
る
を
き
き
て
よ
め

る
躬
恒

○
海
と
に
て
非
を
た
に
や
は
す
ぐ
し
え
ぬ
い
つ
ち
か
雁
の

な
き
て
行
く
ら
む
（
十
二
）
（
石
）
（
十
二
》
石
津
本
一
天
被
出
了
卜

註
ア
リ
。

巻
十
七
雑
中

【
一
六
○
三
「
い
ま
さ
ら
に
」
卜
一
六
○
四
「
お
ほ
よ
き
の
」

文
學
研
究
第
八
軽

し
る
ぺ
な
り
け
り
（
鳥
、
柳
、
荷
）

【
九
二
「
洲
風
の
」
卜
九
一
二
「
ふ
る
さ
ざ
の
」
ト
ノ
間
一
巳

’

七
六
．
△
○
川
○
）

ト
ノ
間
一
邑

題
し
ら
す
紀
貫
之

○
い
く
よ
へ
し
入
江
（
十
三
の
松
ぞ
む
か
し
よ
り
立
よ
る
波

の
数
は
し
る
ら
む
（
十
国
）
（
柳
、
石
、
）
？
三
第
二
句
、
石

津
木
一
天
磯
へ
の
松
そ
（
十
脚
石
津
本
、
入
拾
泄
さ
や
雛
中
細
言

源
朝
臣
申
之
卜
註
ア
リ
・
柳
瀬
本
、
無
註

巻
十
八
雑
下

亘
八
四
五
「
ゆ
く
す
ゑ
は
」
卜
一
八
四
六
「
世
の
中
を
」
ト

ノ
間
邑題

し
ら
す
西
行
法
師

Ｏ
ね
か
は
く
は
花
の
下
に
て
春
し
な
む
そ
の
き
さ
ら
き
の

も
ち
月
の
比
（
乳
）
（
石
）
（
十
五
）
石
津
本
、
被
出
了
ノ
註
ァ

Ⅶ
／
○

巻
二
十
樺
教
歌

【
一
九
七
五
「
け
ふ
は
い
さ
さ
」
卜
一
九
七
六
「
西
へ
ゆ
く
」

ト
ノ
問
邑

依
燦
迦
迩
敏
念
揃
陀
と
い
ふ
心
を

『



､

２
、
流
布
刊
本
一
一
ア
リ
テ
古
溺
本
狐
二
閲
ク
ル
コ
ト
ノ

ア
ル
歌

巻
十
八
雑
下

【
一
七
九
三
】
太
刺
桝
の
歌
合
に
太
上
天
皇

大
空
に
契
る
お
も
ひ
の
年
も
へ
ぬ
Ⅲ
Ｈ
も
う
け
ょ
行
末

の
そ
ら
（
姉
ア
リ
、
他
木
ナ
シ
）

己
八
○
一
】
題
し
ら
ず
大
中
砿
能
立
刺
胞

Ｏ
水
華
の
な
か
に
礎
れ
ろ
樅
の
雛
（
十
八
）
い
と
し
も
ま
き
秋

の
静
（
十
九
〉
か
な
一
二
十
）
（
石
ア
リ
、
他
木
ナ
ろ
（
十
ハ
》
石
津

所
謂
石
津
木
新
古
今
和
歌
集
に
就
て

Ｏ
お
し
へ
お
き
て
い
り
に
し
月
の
な
か
り
せ
ぱ
西
に
こ
こ

ろ
を
い
か
て
か
け
ま
し
（
十
七
）
（
打
、
吉
、
）
（
十
六
）
コ
ノ
詞

番
及
ピ
作
者
名
〈
吉
澤
本
一
天
無
ク
、
．
九
七
六
」
待
礎
門

院
堀
川
ノ
歌
ノ
詞
番
ト
作
者
名
ト
ノ
次
二
職
ダ
ヶ
ヲ
紋
セ
タ

リ
、
依
リ
テ
、
コ
ノ
歌
〈
待
慨
門
院
堀
川
ノ
欲
ト
ナ
リ
ヲ
レ

リ
。
（
十
さ
石
津
本
、
被
川
了
ノ
註
ア
リ
。

肥

後
ハ

4勺
ロ

六
一

1
右
の
表
の
歌
の
範
附
内
で
新
古
今
姫
の
諸
仰
本
の
所
收
歌
に
増

減
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
此
の
う
ち
打
湫
水
に
の
み
あ
っ
て
他

本
に
全
然
見
え
な
い
歌
が
二
首
、
ま
た
他
木
に
あ
り
て
石
津
本
に

は
全
く
な
い
歌
が
川
甘
、
し
か
し
な
が
ら
、
全
冊
と
し
て
み
る
と

き
に
は
、
前
表
で
も
明
か
な
や
う
に
、
石
派
本
は
今
日
知
ら
れ
て

七
七
（
一
○
四
己

水
、
上
三
句
、
み
づ
ぐ
き
の
跡
に
礎
れ
る
玉
の
こ
ゑ
。
（
十
怨
第

五
句
、
石
津
本
、
秋
の
か
せ
か
な
・
（
二
も
石
津
本
，
被
川
了
ト

ア
リ
０

巻
十
九
祁
祇
歌

亘
九
一
凹
奉
幣
使
に
て
住
吉
に
ま
ゐ
り
て
昔
住
み

け
る
と
こ
ろ
の
あ
れ
た
り
け
る
を
み
て
よ
み
侍
け
る

（
二
十
一
）

津
守
有
韮

Ｏ
仏
み
よ
し
と
恩
ひ
し
宿
は
荒
れ
に
け
り
抑
の
し
る
し
を

ま
つ
と
せ
し
ま
に
（
石
ア
リ
、
他
本
ナ
シ
）

（
一
下
ご
コ
ノ
詞
謹
〈
石
津
本
ノ
ー
従
う
。

（
証
、
ス
今
ヘ
テ
歌
ノ
番
齪
〈
団
歌
大
観
小
ノ
ソ
し
デ
ァ
と

『

I

『



’

文
學
研
究
第
八
帆
‐

ゐ
る
仰
本
中
、
そ
の
歌
数
の
雌
も
多
き
も
の
で
あ
り
、
妓
も
多
く

切
繼
歌
を
含
む
も
の
と
い
ふ
と
と
が
川
来
る
。
且
つ
、
ま
た
切
川

さ
れ
た
歌
に
は
、
他
本
に
は
見
え
な
い
誰
記
も
あ
っ
て
、
新
古
今

集
の
切
繼
歌
の
研
究
に
は
妓
も
愛
亜
な
餐
料
を
提
供
す
る
も
の
と

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
れ
を
切
繼
歌
を
收
錐
し
て
ゐ
る
他
の
流
体
本
と
比
較
校
合
し

て
み
る
に
、
そ
の
本
文
の
排
列
及
び
歌
詞
の
異
同
は
、
柳
瀬
氏
隙

岐
本
に
最
も
速
く
、
岡
害
繁
烏
丸
光
榮
本
に
蚊
も
近
き
も
の
と
い

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
烏
丸
本
に
次
い
で
は
、
前
田
家
識
爲
親
筆
本

と
商
野
山
煉
來
姉
小
路
華
綱
兼
本
に
多
く
の
共
通
鮎
を
も
っ
て
ゐ

る
。
殊
に
尚
野
山
傅
來
本
と
は
歌
詞
本
文
の
相
一
致
す
る
鮎
か
多

い
。
し
か
し
、
鳥
丸
本
よ
り
も
切
繼
歌
が
巻
十
一
以
後
に
於
て
七

首
も
多
い
し
、
前
田
家
本
や
高
野
山
仲
來
本
よ
り
も
、
前
春
で
は

十
三
首
、
後
者
で
は
九
首
も
多
い
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
商
野
川

僻
來
本
に
は
、
石
津
本
に
な
い
歌
三
竹
（
非
下
「
懸
し
く
は
か
た

み
に
せ
よ
と
」
の
赤
人
歌
、
職
旅
の
「
名
を
き
け
ば
抄
な
が
ら 1

1

七
八
（
一
○
四
二
）

の
」
の
源
順
歌
、
及
び
靴
下
の
「
大
家
に
契
る
お
も
ひ
の
」
の
太

上
天
皇
の
御
製
。
就
中
、
前
二
首
は
他
の
仰
本
に
も
な
く
此
の
苔

に
だ
け
あ
る
も
の
で
あ
る
）
が
あ
る
鮎
で
尊
飯
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
が
、
雀
川
秋
上
の
部
に
於
て
八
首
に
わ
た
り
脱
落
か
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
本
文
の
上
に
も
誤
罵
と
恩
は
れ
る
も
の
が
妙
か
ら
歩
あ

っ
て
、
善
本
と
は
い
へ
な
い
。
前
川
家
本
に
も
、
そ
の
解
読
中
に

指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
、
落
丁
、
誤
脱
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
る

と
、
こ
の
石
津
本
は
、
少
し
も
さ
や
う
な
誤
脱
や
落
丁
が
な
く
、

ま
た
そ
の
本
文
も
誤
鰯
と
認
む
く
き
も
の
が
比
較
的
妙
な
い
。
も

っ
と
も
数
ケ
所
明
か
に
誤
鞠
と
認
む
ぺ
き
も
の
は
あ
る
が
、
他
方

ま
た
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
読
み
服
さ
る
べ
き
箇
所
も
あ
る
の

で
、
岡
諜
峯
の
合
軸
本
や
永
幟
七
年
罵
本
、
島
丸
木
、
久
脈
古
嬬

木
な
ど
と
と
も
に
光
づ
は
善
本
の
部
類
に
入
れ
て
よ
ろ
し
き
も
の

で
あ
る
ｃ
況
し
て
、
家
長
本
以
前
の
、
切
川
歌
の
存
し
て
ゐ
る
新

古
今
唯
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
雌
も
よ
く
仲
へ
て
ゐ
ろ
の
で
あ
る

か
ら
、
此
の
害
は
一
屑
學
術
的
に
炎
亜
な
る
を
忠
ふ
の
で
あ
る
。

■



旅
行
を
前
に
控
へ
て
の
忽
卒
の
執
縦
で
は
あ
り
、
充
分
な
こ
と

老
述
ぺ
得
ず
し
て
柵
兼
す
る
こ
と
を
心
苦
し
く
恩
ふ
が
、
前
田
家

本
解
説
中
の
文
章
の
袖
足
と
し
て
誠
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

主
の
ヲ
Ｃ
Ｏ

妓
後
に
、
本
解
説
執
筆
に
便
立
を
賜
は
っ
た
陳
所
城
考
石
津
一

六
氏
並
に
，
池
川
雅
鑑
、
松
川
武
夫
の
諸
氏
に
陣
く
御
仙
を
申
上

げ
て
お
き
た
い
。

所
調
打
津
本
新
古
今
和
歌
集
に
就
て
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